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lま

め

じ

『
続
日
本
紀
』

一大
平
勝
宝
六
年
正
月
丙
寅
(
三
十
日
)
条
に
み
え
る
次
の

記
事
は
、
日
本
古
代
対
外
関
係
史
上
注
目
す
べ
き
史
料
の
一
つ
と
し
て
、
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。

副
使
大
伴
宿
禰
古
麻
呂
自
唐
国
至
。
古
麻
呂
奏
目
、
大
唐
一大宝
十
二
載
、

歳
在
葵
巳
正
月
朔
葵
卯
、
百
官
諸
蕃
朝
賀
。
天
子
於
蓬
莱
宮
合
元
殿
受

朝
。
是
目
、
以
我
次
西
畔
第
二
吐
蕃
下
、
以
新
羅
使
次
東
畔
第
一
大
食

国
上
。
ト
u
麻
呂
論
目
、
自
古
至
今
、
新
羅
之
朝
貢
一
回
日
本
国
久
会
。

而
今
列
東
畔
上
、
我
反
在
其
下
、
義
不
合
得
。
時
将
軍
只
懐
実
見
知
古

麻
呂
不
肯
色
、
即
引
新
羅
使
、
次
西
畔
第
二
吐
蕃
下
、
以
日
本
使
次
東

(
1
)
 

畔
第
一
大
食
国
上
。

す
な
わ
ち
、
鑑
真
ら
を
伴
な
っ
て
唐
よ
り
帰
国
し
た
ば
か
り
の
遺
唐
副
使
大

伴
古
麻
呂
の
帰
朝
報
告
で
、
唐
の
天
宝
十
二
載
(
日
本
天
平
勝
宝
五
年
・
西

大
伴
古
麻
呂
奏
言
に
つ
い
て
(
石
井
〉

て

石

敏

井

正

暦
七
五
三
年
)
正
月
元
日
の
唐
朝
に
お
け
る
朝
賀
に
際
し
て
、
日
本
使
が
新

経
使
の
下
位
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
不
満
と
し
た
古
麻
呂
が
、
「
新
羅
は

昔
か
ら
日
本
に
朝
貢
し
て
い
る
国
で
あ
る
の
に
、
日
本
よ
り
も
上
位
に
置
か

れ
て
い
る
の
は
理
に
合
わ
な
い
」
と
主
張
し
て
、
席
次
を
改
め
さ
せ
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

(
2〉

こ
の
記
事
は
、
『
日
本
紀
略
』
や
『
善
隣
国
宝
記
』
に
引
用
さ
れ
、

早
く

か
ら
注
意
を
惹
い
て
い
た
。
そ
し
て
『
大
日
本
史
』
博
沼
大
伴
古
麻
呂
伝
に

み
え
、
同
書
「
阿
倍
仲
麻
呂
伝
賛
」
に
、
「
大
伴
古
麻
呂
争
坐
次
、
而
宣
国

威
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
始
め
、
も
っ
ぱ
ら
国
威
の
宣
揚
を
物
語
る
格

〈

3
)

好
の
史
料
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
た
だ
し
最

近
の
東
ア
ジ
ア
史
論
の
中
で
は
、
日
本
の
国
際
的
地
位
を
相
対
的
に
示
す
史

(

4

)

 

料
と
し
て
、
別
の
角
度
か
ら
の
評
価
が
出
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
こ
れ
が
余
り
に
も
劇
的
で
あ
る
た
め
か
、
大
伴
古
麻
呂
の
奏
言
を

疑
問
視
す
る
意
見
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
今
仮
に
虚
構
説
と
称
す
る
こ
と
に
す

二
七
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史
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五
号

る
。
こ
う
し
た
虚
構
説
に
つ
い
て
、
従
来
内
容
に
及
ん
で
ま
で
検
討
さ
れ
た

こ
と
は
な
く
、
わ
ず
か
に
、
近
年
遣
唐
使
に
関
す
る
諸
問
題
を
精
力
的
に
検

(
5
)
 

討
さ
れ
て
い
る
増
村
宏
氏
が
論
及
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
か
ね
て
筆
者
も
こ
の
間
題
に
関
心
を
も
ち
、
関
連
史
料
を
求

め
て
い
た
が
、
そ
の
中
、
唐
の
将
軍
呉
懐
実
に
つ
い
て
、
玄
京
の
側
近
の
官

(
6
)
 

官
と
推
測
さ
せ
る
史
料
に
気
付
い
た
の
で
、
別
稿
を
草
し
た
。
そ
の
時
、
虚

構
説
に
つ
い
て
も
触
れ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
紙
幅
の
都
合
で
省
略
し
た

た
め
、
以
下
に
虚
構
説
の
紹
介
か
た
が
た
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
と

思
う
。
な
お
、
増
村
氏
も
他
日
詳
論
を
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、

本
稿
も
同
氏
の
論
考
か
ら
多
く
の
教
示
を
得
て
い
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め

お
断
わ
り
し
て
お
き
た
い
。

大
伴
十
日
麻
呂
の
奏
言
を
虚
構
と
す
る
見
解
は
、
ま
ず
韓
同
の
中
麟
錫
氏
が

(

7

)

 

述
べ
て
お
ら
れ
る
。
同
氏
の
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
要
約
す
る
と
次
の

ご
と
く
で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
は
、
編
纂
物
で
あ
る
『
続
日
本
紀
』
の
特
定

更
観
を
考
慮
せ
ず
、
当
該
史
料
を
、
日
本
の
対
外
関
係
上
の
優
位
を
示
す
記

事
と
し
て
無
批
判
に
引
用
し
て
い
る
、
と
従
来
の
研
究
者
の
姿
勢
に
つ
い
て

批
判
し
、
つ
い
で
こ
の
頃
の
唐
・
新
羅
・
日
本
の
関
係
を
概
倒
し
、
唐
・
新

羅
関
係
が
緊
密
で
あ
っ
た
こ
と
を
跡
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の

検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
「
古
麻
呂
抗
議
」
の
疑
問
点
を
挙
げ
て
い

(
8
)
 

る
。
第
一
に
、
唐
代
に
起
き
た
他
の
外
国
使
争
長
事
件
四
例
を
み
る
と
、
そ

れ
ら
は
紛
争
解
決
の
た
め
に
当
該
所
司
に
よ
っ
て
十
分
に
討
議
さ
れ
、
さ
ら

二
八

に
阜
惜
の
裁
河
川
を
経
て
円
満
な
解
決
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
例
は
日
本
側
の
極
端
に
一
方
的
な
勝
利
で
対
照
的
で
あ
る
。
そ
し
て
皇

帝
の
裁
河
川
を
得
る
こ
と
な
く
、
将
軍
呉
懐
実
個
人
の
独
断
に
よ
っ
て
処
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
不
審
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
元
日
の
朝
賀
式
典
に
は
多
く
の

関
係
者
が
総
動
員
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
中
で
呉
懐
実
が
独
断
で
こ
の
問
題

を
処
理
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
し
て
呉
懐
実
は
人
名
辞
典
等
に
見

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
無
名
の
将
軍
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
点
も
ま
た
釈
然
と
し

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
決
定
手
続
き
に
問
題
が
あ
る
上
、
こ
の

時
の
遣
府
使
の
構
成
か
ら
み
て
も
疑
問
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
回
の
遣
唐
使

に
は
大
使
藤
原
油
川
河
を
は
じ
め
、
唐
留
学
の
経
験
を
も
っ
副
使
吉
備
真
備
ら

の
有
識
者
が
お
り
、
そ
の
上
、
唐
の
官
僚
と
し
て
要
職
に
つ
い
て
い
る
日
本

人
留
学
生
判
衡
(
阿
倍
仲
麻
日
)
ら
が
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
あ
え
て
副
使

の
古
麻
日
が
奏
請
し
て
い
る
こ
と
は
、
会
話
(
言
葉
)
の
上
か
ら
も
、
渉
外

事
務
相
当
の
い
向
か
ら
も
疑
問
が
抱
か
れ
る
。

ト
ト
氏
は
以
上
の
よ
う
な
理
由
を
あ
げ
て
、
十
日
麻
呂
の
抗
議
に
は
疑
問
が
あ

る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
六
麻
日
の
抗
議
を
疑
問
と
す
る
意
見
は
、
つ
い
で
日
本
の
東
洋
史

〔

9
)

学
者
で
あ
る
鈴
木
俊
氏
に
み
ら
れ
る
。
同
氏
は
古
麻
日
奏
言
を
紹
介
し
た

後、

:
と
い
う
長
気
の
よ
い
話
が
み
え
る
。
だ
が
こ
れ
は
日
本
側
の
『
続

H
本
紀
』
に
あ
る
話
で
中
国
側
の
記
録
に
は
な
く
、
こ
こ
に
書
か
れ
て

い
る
ほ
ど
、
出
が
日
本
を
認
め
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
ま

た
倭
国
と
日
本
の
関
係
が
明
瞭
で
な
く
、
倭
国
伝
の
ほ
か
に
日
本
伝
を

か
か
げ
た
り
(
『
川
唐
書
』
)
日
本
伝
だ
け
を
か
か
げ
て
い
る
(
『
新
唐

Hosei University Repository



書
』
〉
こ
と
か
ら
し
て
も
、
唐
が
日
本
を
よ
く
知
り
、
日
本
を
重
視
し

て
い
た
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。

と
、
主
に
中
国
側
に
記
録
が
な
い
こ
と
、
唐
が
(
新
羅
よ
り
も
)
日
本
を
高

く
評
価
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
こ
と
、
等
を
理
由
に
、
古
麻
呂
奏
言
に

疑
問
を
抱
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
最
近
に
い
た
り
、
山
尾
宇
久
氏
が
あ
ら
た
め
て
こ
の
問
題
を
と
り

上
げ
、
「
人
口
に
謄
亥
し
た
こ
の
話
は
、
し
か
し
た
ぶ
ん
事
実
で
は
な
い
で

(
M
山
)

あ
ろ
う
。
」
と
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
大
体
次
の
四
点
に
要
約
さ
れ
る
。

(
日
)

①
『
冊
府
元
亀
』
唯
一
川
汀
外
阿
部
・
朝
貢
四
、
天
宝
十
二
載
の
条
に
は
、

三
月
、
関
資
・
謝
開
国

-
M仁
国
・
黒
衣
大
食
並
遣
使
献
方
物
。
鮮

明
・
疎
勅
・
日
本
等
園
、
湖
海
並
遣
使
賀
正
。

六
月
、
日
本
国
遺
使
来
朝
。

と
あ
り
、
十
日
麻
呂
ら
の
遣
唐
使
の
到
着
は
天
宝
十
二
載
三
月
及
び
六
月

で
、
席
次
争
い
が
あ
っ
た
と
い
う
「
(
天
宝
十
二
載
)
正
月
一
日
に
は

古
麻
呂
は
入
朝
し
て
い
な
い
。
」

②
新
羅
の
遣
府
使
は
、
七
四
八
年
(
だ
宝
七
)
か
ら
七
五
五
年
(
天
宝
十

四
)
ま
で
一
切
み
え
な
い
。

③
七
五
三
年
に
吐
蕃
・
大
氏
が
府
に
造
使
し
た
史
料
は
な
く
、
ま
し
て
七

四
七
・
八
年
か
ら
七
五
一
・
二
年
頃
ま
で
の
唐
と
吐
蕃
・
大
食
な
ど
と

の
戦
争
の
経
過
を
み
る
な
ら
ば
、
一
般
論
と
し
て
も
あ
り
う
る
こ
と
で

は
な
か
ろ
う
。

④
古
麻
呂
の
抗
議
の
内
容
は
、
七
五
二
年
(
天
平
勝
宝
四
年
)
六
月
に
日

本
に
入
朝
し
た
新
羅
王
子
金
泰
廉
ら
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
朝
廷
の
論

と
撲
を
一
に
し
て
い
る
Q

帰
還
早
々
に
こ
の
事
実
を
知
っ
た
古
麻
呂
に

大
伴
古
麻
呂
奏
一
一
討
に
つ
い
て
ハ
石
井
〉

よ
る
虚
言
の
可
能
性
も
考
え
う
る
。

新
羅
王
子
金
泰
厳
等
拝
朝
、
升
貢
調
。
因
奏
日
、
新
羅
国
王
言
日
本

照
臨
天
皇
朝
庭
。
新
経
国
者
、
始
自
遠
朝
、
世
々
不
絶
、
舟
械
並

連
、
来
奉
国
家
。
今
欲
国
王
親
来
朝
貢
進
御
調
。
而
顧
念
、
一
日
走

主
、
国
政
弛
乱
。
日
疋
以
、
遺
王
子
韓
阿
進
泰
廉
、
代
王
為
首
、
率
使

下
三
百
七
十
余
人
入
朝
、
兼
令
貢
種
々
御
調
。
謹
以
申
開
。
詔
報

日
、
新
羅
国
始
自
遠
朝
、
世
々
不
絶
、
供
奉
国
家
。
今
復
遣
王
子
泰

廉
入
朝
、
兼
貢
御
訓
。
王
之
勤
誠
、
朕
有
嘉
葉
。
自
今
長
遠
、
当
加

撫
存
。
恥
下

以
上
の
四
点
を
主
な
論
拠
と
し
て
、
山
尾
氏
は
、
「
古
麻
呂
の
奏
上
に
つ
い

て
は
か
な
り
疑
問
が
あ
る
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
大
伴
十
日
麻
日
の
実
言
を
疑
問
と
す
る
主
要
な
見
解
を
紹
介
し
て
き

(
臼
)
た
。
こ
れ
ら
の
虚
構
説
は
、
十
日
麻
M

口
実
言
を
無
批
判
に
利
用
し
て
き
た
「
わ

が
国
の
同
定
し
た
従
来
の
理
解
に
対
す
る
一
つ
の
異
論
と
評
価
し
な
け
れ
ば

(
日
)

な
ら
な
い
。
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
虚
構
説
を
子
細
に
検
討
し
て
い
く
と
、

幾
つ
か
の
疑
問
点
が
浮
か
ん
で
く
る
。
そ
の
最
も
大
き
な
も
の
が
、
日
本
・

新
椛
の
争
長
事
件
の
史
料
を
『
統
日
本
紀
』
に
の
み
求
め
て
問
題
と
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
所
論
の
背
景
に
は
、
官
撰
史
書
で
あ
る

『
続
日
本
紀
』
に
の
み
み
え
る
記
事
で
あ
る
か
ら
、
編
者
ら
、
延
い
て
は
日

本
の
朝
廷
に
よ
っ
て
潤
色
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
一
概
に
信
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
心
理
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な

お
虚
構
説
に
あ
っ
て
は
、
十
川
麻
川
向
実
言
の
ど
の
部
分
を
疑
問
と
さ
れ
る
の

二
九
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か
、
つ
ま
り
奏
言
自
体
を
あ
り
得
な
い
も
の
と
す
る
の
か
、
或
は
席
次
変
更

を
疑
問
と
す
る
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
今
一
つ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
感
じ
を
う
け
る
。
こ
の
点
、
む
す
び
に
お
い
て
再
び
述
べ
る
こ
と
に
す

る。
さ
て
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
史
料
が
『
東
大
寺
要
録
』
噌

に
引
か
れ
た
唐
僧
思
託
撰
『
延
暦
僧
録
』
勝
宝
感
神
聖
武
皇
帝
菩
薩
伝
に
み

(
u
v
 

え
る
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
史
料
も
著
名

で
、
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
煩
を
厭
わ
ず
関
連
部
分
を
示
す
こ
と
に
し

た
し

@

〔

文

神

又
発
使
入
唐
。
使
至
長
安
。
拝
朝
不
払
塵
。
唐
主
開
元
天
地
大
宝
聖
武

脱〕応
道
皇
帝
云
、
彼
国
有
賢
主
局
、
観
其
使
臣
、
経
揖
有
異
。
即
加
号
日

@
 

本
、
為
有
義
札
機
君
子
之
国
。
後
元
日
拝
朝
賀
正
。
勅
命
日
本
使
可
於

新
羅
使
之
上
。
又
勅
命
朝
衡
、
領
日
本
使
於
府
庫
一
切
処
。
遍
宥
、
至

御
披
三
教
殿
。
初
礼
君
主
教
殿
。
御
座
如
常
荘
飾
、
九
経
三
史
架
別
、

積
載
厨
寵
。
次
至
御
披
老
君
之
教
堂
。
閣
少
高
顕
。
御
座
荘
厳
少
勝
、

厨
別
禽
曲
、
盈
満
四
子
太
玄
。
後
至
御
披
釈
典
殴
。
〔
殿
〕
字
顕
致
、

厳
麗
殊
絶
。
寵
画
皆
以
雑
宝
岡
填
。
檀
沈
異
香
。
荘
校
御
座
、
高
広
倍

勝
於
前
。
以
雑
宝
而
為
燭
台
。
々
下
有
巨
輩
、
戴
以
蓬
来
、
山
上
列
仙

宮
霊
字
、
戴
宝
樹
、
地
慧
々
紅
、
頗
梨
宝
荘
飾
、
樹
花
中
一
々
花
、
各

有
一
宝
珠
。
地
皆
刷
以
文
京
。
其
殿
諸
雑
木
、
尽
鈷
沈
香
。
御
庫
及
案

@
 

経
架
宝
荘
飾
、
尽
諸
工
巧
。
皐
帝
又
勅
、
模
取
有
義
礼
儀
君
子
使
臣
大

@
 

使
副
使
影
於
蕃
蔵
中
、
以
記
送
遣
、
大
使
藤
原
清
河
拝
特
進
、
副
使
大

伴
宿
禰
胡
万
拝
銀
青
光
禄
大
夫
光
禄
卿
、
副
使
吉
備
朝
臣
真
備
拝
銀
青

光
禄
大
夫
秘
書
監
、
及
衛
尉
卿
朝
衡
等
致
設
也
。
静
元
皇
帝
御
製
詩
、

。

送
日
本
使
五
七日
。
日
下
非
殊
俗
、
天
中
嘉
会
期
、
余
余
懇
義
遠
、
持
繭

畏
途
遠
。
濠
海
寛
秋
月
、
帰
帆
駅
タ
階
。
因
聾
彼
君
子
、
王
化
遠
昭

昭
。
駒
差
鴻
一
艦
大
卿
蒋
桃
椀
、
送
至
揚
州
看
取
、
設
別
牒
堆
南
、
勅
処

置
使
貌
方
進
、
如
法
供
給
送
遣
。

こ
こ
に
、
元
日
の
朝
賀
に
際
し
、
勅
命
で
日
本
使
を
新
羅
使
の
上
に
お
い

た
、
と
み
え
、
こ
れ
が
『
統
日
本
紀
』
の
古
麻
呂
奏
言
と
対
応
す
る
も
の
と

み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
記
事
を
も
思
託
の
創
作
と
す
る
意

(
M
C
 

見
が
あ
る
の
で
、
一
応
こ
の
記
事
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

右
に
引
い
た
『
延
暦
僧
録
』
の
藤
原
清
河
ら
遣
唐
使
一
行
に
関
す
る
記
事

は
、
大
体
七
項
目
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

の
か
一
宗
皇
帝
が
日
本
使
節
の
態
度
に
感
心
し
て
、
日
本
に
〈
有
義
礼
儀
君

子
ノ
国
V
と
加
号
し
た
こ
と
。

⑮
元
日
の
朝
賀
に
、
勅
命
に
よ
っ
て
日
本
使
を
新
羅
使
の
上
位
に
お
い
た

こル」。

の
朝
衡
(
阿
倍
仲
麻
呂
〉
に
命
じ
て
、
遣
唐
使
に
府
庫
な
ど
を
見
学
さ
せ

た
こ
と
o

e遣
唐
大
使
・
副
使
ら
の
影
像
を
作
成
さ
せ
た
こ
と
。

府
大
使
・
副
使
ら
に
官
位
を
賜
わ
っ
た
こ
と
。

@
玄
宗
皇
帝
が
「
送
日
本
使
」
の
御
製
詩
を
賜
わ
っ
た
こ
と
。

め
遣
唐
使
の
帰
国
に
際
し
、
特
に
鴻
臓
大
卿
蒋
桃
椀
を
遣
わ
し
て
、
帰
国

事
務
を
監
督
さ
せ
た
こ
と
。

等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
拝
朝
か
ら
帰
国
ま
で
時
間
的
な
経
過
を
追

っ
て
記
述
し
て
い
る
と
み
て
不
自
然
な
と
こ
ろ
は
な
い
。
そ
し
て
@
の
記
事

は
今
回
の
遣
唐
使
一
行
の
動
静
に
関
す
る
叙
述
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ

Hosei University Repository



り
、
一
連
の
記
事
全
体
を
虚
構
と
す
る
な
ら
ば
と
も
か
く
、
@
の
部
分
を
と

り
上
げ
て
創
作
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
『
延
暦
僧
録
』
は
現
在
完
全
な
形
で
は
伝
わ
ら
ず
、
『
日
本

高
僧
伝
要
文
抄
』
な
ど
に
引
か
れ
た
逸
文
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
の
一
部
分

(
U
)
 

が
知
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
成
立
時
期
な
ど
に
つ
い
て
不
明
の

点
も
少
な
く
な
い
が
、
鑑
真
に
随
っ
て
来
日
し
た
弟
子
の
一
人
で
あ
る
唐
僧

思
託
に
よ
っ
て
、
延
暦
七
年
(
七
八
八
年
)
頃
に
著
わ
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
『
続
日
本
紀
』
撰
進
(
延
暦
十
六
年
八
七
九
七
〉
)

以
前
の
成
立
と
な
り
、
思
託
は
『
続
日
本
紀
』
に
よ
っ
て
前
掲
@
を
記
述
し

た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
思
託
が
@
の
他
に
『
続
日
本
紀
』
に
も
み
え
な
い
遣
唐
使
一

行
に
関
す
る
詳
し
い
行
動
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
う
か
。
思
託
に
は
『
延
麿
僧
録
』
の
他
、
師
鑑
真
の
伝
記

『大

庇
伝
戒
師
僧
名
記
伝
』
(
「
鑑
真
和
上
広
伝
」
)
の
著
作
が
あ
り
、
さ
ら
に
同
書

を
始
め
と
す
る
史
料
を
提
供
し
て
、
淡
海
三
船
に
鑑
真
の
伝
記
執
筆
を
依
頼

し
、
三
船
の
手
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
が
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
思
託
が
鑑
真
に
最
も
近
い
弟
子
の
一
人
と
し
て
、
様
々

な
記
録
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。
ま
た
鑑
真
一
行
の

ハ
叩
悶
)

来
日
に
至
る
経
過
を
み
る
と
、
ド
ヘ
平
勝
宝
五
年
ハ
天
宝
十
二
載
〉
十
月
、
鑑

真
は
、
藤
原
清
河
・
大
作
古
麻
日
ら
の
要
請
に
応
え
て
六
度
目
の
渡
海
を
決

意
し
、
弟
子
と
と
も
に
遣
唐
使
船
一
二
隻
に
分
乗
し
た
。
と
こ
ろ
が
鑑
真
ら
渡

航
の
話
を
聞
い
た
唐
の
官
憲
の
迫
及
を
恐
れ
た
大
使
清
河
は
鑑
真
ら
を
下
船

さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
処
置
に
憤
慨
し
た
の
が
大
伴
古
麻
呂
で
、
彼
は
清

河
に
内
緒
で
鑑
真
一
行
を
自
分
の
船
に
収
容
し
て
日
本
に
向
け
て
出
帆
し

大
伴
古
麻
目
奏
言
に
つ
い
て
(
石
井
)

た
。
そ
の
後
、
人
員
の
割
り
振
り
が
行
な
わ
れ
た
ら
し
い
が
、
思
託
は
鑑
真

と
と
も
に
古
麻
呂
の
船
に
同
乗
し
た
ま
ま
、
天
平
勝
宝
六
年
正
月
に
日
本
に

到
着
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
大
使
藤
原
清
河
・
阿
倍
仲
麻
呂
ら
の
乗
る
一

船
は
途
中
で
遭
難
し
、
安
南
漂
着
を
経
て
、
再
び
唐
に
戻
り
、
結
局
日
本
に

帰
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鑑
真
の
側
近

に
い
た
思
託
は
、

清
河
ら
が
鑑
真
に
面
会
を
求
め
、

渡
日
を
要
請
す
る
時
か

ら
、
日
本
に
到
る
ま
で
、
常
に
遣
唐
使
一
行
と
親
し
く
言
葉
を
交
す
機
会
が

あ
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
唐
朝
廷
に
お
け
る
行
動
を
は
じ
め
、
親
し
く
見

聞
し
た
こ
と
を
、
こ
ま
め
に
-記
録
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て

そ
れ
ら
の
史
料
を
利
用
し
て
で
き
た
も
の
が
、
『
延
暦
僧
録
』
以
下
の
著
書

(
凶
)

で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
延
暦
僧
録
』
に
つ
い
て
、
同
書
は
「
唐
僧
の
撰
述
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
は
内
容
か
ら
い
っ
て
日
本
史
籍
で
あ
る
。
『
延
暦
僧
録
』
の
記

載
の
考
察
に
は
、
渡
来
僧
思
託
の
日
本
滞
留
三
十
余
年
の
年
月
の
こ
と
と
共

に
、
そ
の
日
本
史
籍
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ

(
初
)
ぅ
。
」
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

渡
来
後
三
十
余
年
を
経
て
も
の
さ
れ
た
著
書

で
あ
る
か
ら
、
う
の
み
に
は
で
き
な
い
こ
と
、
或
は
日
本
に
迎
合
的
な
記
述

が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
注
意
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
で
は
、
前
引
の
遣
唐
使
関
係
記
事
は、

渡
来
後
三
十
余
年
を
経
た
延
暦
年

間
の
知
識
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
当
時
の
史
料
が
利
用
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
延
暦
僧
録
』
の
当
該
記
事
の
信
態
性
に
も
関

わ
る
問
題
で
あ
る
が
、
検
討
す
る
素
材
の
一
つ
と
し
て
、
玄
宗
皇
帝
の
称
号

に
つ
い
て
と
り
上
げ
て
み
た
い
。

現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
『
延
暦
僧
録
』
逸
文
の
中
に
は
、
玄
宗
の
称
号
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法
政
史
学

第
一
二
十
五
号

に
つ
い
て
、
前
掲
記
事
の
④
に
み
え
る
「
開
元
天
地
大
宝
聖
武
応
道
皇
帝
」

及
び
@
に
み
え
る
「
問
元
主
帝
」
の
他
に
、
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
所
引

『
延
暦
僧
録
』
思
託
伝
に
、
「
以
玄
宗
至
道
大
聖
大
明
孝
皇
帝
勅
、
預
参
玄
。
」

と
あ
る
。
こ
の
文
は
、
思
託
が
玄
宗
の
勅
に
よ
っ
て
出
家
し
た
こ
と
を
述
べ

て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
称
号
を
『
唐
会
要
』
(
殿
本
)
噌
帝
号
上

〔玄〕
・
元
宗
の
条
に
徴
し
て
み
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

(
天
宝
)

八
載
閏
六
月
五
日
、
又
加
尊
号
開
元
天
地
大
宝
聖
文
神
武
応
道
皇
帝
。

十
二
載
十
二
月
七
日
、
又
加
尊
号
開
元
天
地
大
宝
聖
文
神
武
孝
徳
証
道

(
主
応
)

皇
帝
。
町
.
元
年
建
口
月
五
日
、
崩
神
龍
殿
。
沖
一
品
。
応
徳
元
年
三
月
苧

〔

玄

〕

酉
、
葬
泰
陵
。
配
中
越
日
至
道
大
聖
大
明
孝
皇
帝
、
廟
号
元
宗
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
延
暦
僧
録
』
の
「
開
元
天
地
聖
武
応
道
皇
帝
」
は
正
し

。。

く
は
「
開
元
天
地
大
宝
聖
文
神
武
応
道
皇
帝
」
で
、
天
宝
八
載
閏
六
月
か
ら

同
十
二
載
十
二
月
に
杢
る
聞
に
用
い
ら
れ
た
尊
号
で
あ
り
、
ま
さ
に
藤
原
清

河
ら
遣
唐
使
一
行
の
在
府
中
に
か
か
る
尊
号
で
あ
っ
た
。
一
方
の
「
至
道
大

聖
大
明
孝
皇
帝
」
は
崩
後
の
誼
号
で
あ
り
、
「
玄
宗
」
は
廟
号
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
思
託
が
宝
応
元
年
(
七
六
二
)
に
没
し
た
玄
宗
の
誼
号
・
廟
号
を
知

っ
て
い
た
こ
と
は
間
遅
い
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
天
宝
十
二
載
当
時
の

尊
号
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
遣
府
使
関
係
記
事
が
、
(
思
託
の
書

き
留
め
て
お
い
た
)
当
時
の
記
録
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
と
み
て
よ
い
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
わ
ず
が
一
例
を
以
て
即
断
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
が
、

一
つ
の
傍
証
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
こ
れ
ま
で
の
虚
構
説
で
は
殆
ん
ど
注
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
延

麻
川
併
鋭
』
の
記
事
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
「
日
本
使

を
新
羅
使
の
上
位
に
お
く
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
」
と
い
う
記
事
は
、
同
時
期

の
史
料
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
内
容
も
信
頼
で
き
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
『
延
暦
僧
録
』
の
記
事
を
含
め
て
虚
構
説
に
つ
い

て
考
え
て
み
る
と
、
ま
ず
木
氏
の
疑
問
の
中
、
古
麻
口
口
奏
言
の
内
容
は
『
続

日
本
紀
』
だ
け
で
な
く
、
同
内
容
の
記
事
は
『
延
暦
僧
録
』
に
も
み
え
る
こ

と
、
第
二
に
、
皇
帝
の
裁
河
川
を
得
る
こ
と
な
く
将
軍
呉
懐
実
個
人
の
独
断
に

よ
っ
て
処
置
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
点
は
、
『
延
暦
僧
録
』
に
「
勅
命
」
と

(
幻
)

み
え
る
こ
と
、
第
三
に
、
呉
懐
実
は
無
名
の
将
軍
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
点

は
、
別
A

加
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
日
(
懐
実
は
玄
宗
の
側
近
の
官
官
と
み
な
さ

れ
る
こ
と
、
等
を
も
っ
て
反
論
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

つ
ぎ
に
鈴
木
俊
氏
の
説
に
つ
い
て
は
、
中
国
側
の
史
料
に
み
え
な
い
こ
と

を
疑
問
と
さ
れ
て
い
る
が
、
『
延
暦
僧
録
』
の
記
事
は
、
唐
僧
思
託
が
在
唐

中
の
史
料
に
基
づ
い
て
記
し
た
と
み
な
さ
れ
る
点
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ

〉フ。
そ
し
て
山
尾
氏
説
に
つ
い
て
は
、
四
つ
の
疑
問
点
の
う
ち
、
①
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
②
@
つ
ま
り
こ
の
頃
新
羅
・
吐
蕃
・
大
食
の
唐

へ
の
入
朝
を
示
す
史
料
は
な
い
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
た
し
か
に
基

本
的
な
指
摘
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
外
国
使
少
な
く
と
も
前
記
三
国

使
の
入
朝
記
事
が
全
て
現
存
の
史
料
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
或
は
全
く

脱
漏
が
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
上
で
な
け
れ
ば
、
絶
対
的
な
理
由
と
は
な
し

得
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
木
氏
が
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
そ
の
頃
の
府
・
新
揮
の
緊
密
な
関
係
か
ら
み
て
、
約
六
年
間
に
わ

た
っ
て
新
羅
の
遣
唐
使
派
遣
が
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
中
断
の
理
由
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も
見
当
ら
な
い
。
ま
た
大
食
に
つ
い
て
い
え
ば
、
山
尾
氏
が
中
断
期
間
と
さ

〈
幻
〉

れ
た
頃
に
も
「
黒
衣
大
食
」
(
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
)
の
入
唐
記
事
が
散
見
し
て

お
り
、
現
に
日
本
使
の
入
唐
を
記
す
前
引
『
冊
府
元
亀
』
朝
貢
三
の
天
宝
十

二
載
三
月
条
に
も
み
え
て
い
る
。
古
麻
呂
が
彼
ら
を
単
に
大
食
と
呼
ん
だ
と

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
吐
蕃
使
に
つ
い
て
徴
証
は
な
い
が
、

や
は
り
史
料
の
残
り
方
を
考
慮
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
④
で
は
日
本
朝

廷
が
「
新
羅
国
始
自
遠
朝
、
世
々
不
絶
、
供
奉
国
家
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
と
の
類
似
を
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
古
麻
目
の
虚
言
で
は
な
い
か
、

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
い
さ
さ
か
飛
躍
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
虚
構
説
の
論
拠
の
中
で
最
も
基
本
的
で
重
要
な
指
摘
で
あ
る
、

山
尾
氏
説
の
①
、
つ
ま
り
大
作
古
麻
呂
ら
は
一
大
宝
十
二
載
正
月
に
は
入
朝
し

て
い
な
か
っ
た
、
い
う
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

天
平
勝
宝
二
年
に
任
命
さ
れ
た
藤
原
清
河
を
大
使
と
す
る
遣
唐
使
は
、
同

四
年
三
月
三
日
に
拝
朝
し
、
閏
三
月
九
日
に
節
万
を
授
与
さ
れ
て
(
以
上

『
続
日
本
紀
』
)
、
間
も
な
く
難
波
か
ら
入
唐
の
途
に
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ

(
幻
)
る
。
そ
し
て
、
こ
の
遺
蔚
使
に
関
し
て
次
に
あ
ら
わ
れ
る
史
料
が
、
前
掲

『
間
府
元
亀
』

.K宝
十
二
載
三
月
条
・
六
月
条
の
記
事
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
も
こ
の
記
事
に
は
注
意
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
に
「
三

月
」
と
あ
る
の
を
、
『
統
日
本
紀
』
の
当
該
記
事
及
び
文
中
に
「
賀
正
」
と

(

川

品

)

あ
る
こ
と
か
ら
、
「
三
月
」
は
「
正
月
」
の
誤
り
と
す
る
意
見
が
あ
る
。
し

か
し
『
冊
府
元
亀
』
外
阿
部
・
朝
貢
、
褒
異
等
の
項
を
一
覧
す
れ
ば
「
某
同

遣
使
賀
正
」
記
事
が
正
月
以
外
に
み
え
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
一
例
を
一川

す
と
、
同
書
外
匝
部
・
朝
貢
四
に
、

十
四
載
四
月
、
新
羅
・
突
騎
施
並
遺
使
賀
正
。

大
伴
古
麻
呂
奏
言
に
つ

い
て
ハ
石
井
〉

と
あ
り
、
「
賀
正
」
と
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
「
正
月
」
に
係
け
る

べ
き
も
の
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。

一
方
、
『
冊
府
元
亀
』
以
外
の
中
国
側
史
料
を
み
る
と
、
『
旧
唐
書
』

時
…川
比
東
夷
伝
・
日
本
国
の
条
に
、

天
宝
十
二
年
、
又
遺
使
貢
。

と
あ
り
、
『
新
唐
書
』
4
4

に
百
東
夷
伝
・
日
本
の
条
に
、

-

-

F

(

お
)

天
宝
十
二
載
、
朝
衡
復
入
朝
。

と
み
え
る
。
『
新
唐
書
』
の
「
朝
衡
」
は
誤
り
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
両
唐

害
と
も
に

天
宝
十
二
載
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
宋
史
』
鳩
刊
一
f
外
国
伝
・
日

木
同
の
条
に
は
、
有
名
な
宵
然
の
「
王
年
代
紀
」
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
に
は
、
〔謙〕

次
不
明
天
自
主
、
聖
武
だ
忠
之
女
也
。

一大
平
勝
宝
四
年
、
当
天
宝
中
、
遺

使
及
僧
入
院
川
、
求
内
外
経
教
及
伝
戒
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
他
の
例
で
は
、
例
え
ば
、

宝
亀
二
年
、
遺
僧
正
玄
防
入
朝
。
当
開
元
四
年
。

の
よ
う
に
、
日
本
年
号
に
相
当
す
る
府
年
号
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
前
掲
記
事
に
は
単
に
「
当
天
宝
中
」
と
さ
れ
て
、
相
当
す
る
年
次
天
宝

十
一
載
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
記
録
で
は
天
平
勝
宝

四
年
入
府
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
中
国
側
の
史
料
で
は
そ
れ
に
合
わ
な
い

た
め
、
敢
え
て
「
当
ボヘ宝
中
」
と
表
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
そ

う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
中
国
側
の
所
伝
で
は
両
唐
書
の
よ
う
に
「
天
宝
十
二

収
入
門
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

翻
っ
て
、
日
本
側
の
史
料
で
は
、
今
回
の
遣
唐
使
が
天
平
勝
宝
四
年
に
入

府
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
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法
政
史
学

第
三
十
五
号

宝
亀
十
年
二
月
乙
亥
(
四
日
)
条
に
、

贈
故
入
唐
大
使
従
三
位
藤
原
朝
臣
清
河
従
二
位
。
副
使
従
五
位
上
小
野

朝
臣
石
根
従
四
位
下
。
山
市
河
贈
太
政
大
臣
一房
前
之
第
四
子
也
。
勝
宝
五

年
、
為
大
使
入
席
。
廻
日
遭
逆
風
、
漂
着
唐
国
南
辺
躍
州
。
時
過
土

(
補
注
)

人
反
、
合
船
被
害
。
清
河
僅
以
身
免
、
遂
留
唐
園
、
不
得
帰
朝
。
於
後

十
余
年
、
亮
於
唐
閏
。
行
根
大
宰
大
弐
従
四
位
下
老
之
子
也
。
宝
亀
八

年
、
任
副
使
入
唐
。
事
畢
而
帰
、
海
中
船
断
。
石
根
及
唐
送
使
趨
宝
英

等
六
十
三
人
、
同
時
没
死
。
故
並
有
此
贈
也
。

と
あ
る
。
小
野
石
根
の
入
唐
は
宝
亀
八
年
、
唐
よ
り
帰
途
に
つ
い
た
の
が
翌

ハ
お
)

九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
も
し
藤
原
清
河
に
つ
い
て
も
同
様
に
記
述
さ
れ
た
と

す
る
な
ら
ば
、
清
河
の
入
唐
を
天
平
勝
宝
五
年
と
す
る
記
録
も
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
恐
ら
く
そ
う
で
は
な
く
、
清
河
が
帰
国
の
途
中

遭
難
し
、
再
び
唐
に
戻
っ
た
ま
ま
遂
に
日
本
へ
は
帰
ら
な
か
っ
た
と
い
う
と

こ
ろ
に
重
点
を
お
い
た
記
事
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
、
僧
行
賀

ハ幻
)

の
寂
伝
に
も
入
唐
を
天
平
勝
宝
五
年
と
思
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
が
、
僧
伝
の

年
幾
才
、
在
唐
何
年
と
い
っ
た
績
の
記
述
に
は
、
往
々
に
し
て
不
正
確
な
も

の
が
あ
り
、
こ
の
例
を
採
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
附
府
元
亀
』
以
外
の
中
国
側
史
料
に
も
天
宝
十
二
載

入
府
と
み
与
え
る
こ
と
、
ま
た
日
本
側
史
料
に
も
天
平
勝
宝
五
年
入
唐
と
解
し

う
る
史
料
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
山
尾
氏
の
指
摘
を
支
持
す
る
史
料
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
、
問
題
と
す
る
『
附
府
元
亀
』
の
記
事
に
、
果
た
し
て
全
幅
の

信
頼
を
お
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
い
さ
さ
か
疑
問
が
あ
る
。
同

書
外
距
部
に
つ
い
て
み
て
も
、
係
年
の
明
ら
か
な
誤
り
、
そ
れ
も
後
世
の
刊
ハ
犯
〉

誤

・
写
誤
で
は
な
く
、
編
纂
当
初
か
ら
の
誤
り
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、

四

恐
ら
く
子
細
に
検
討
す
れ
ば
、
月
日
の
係
け
方
に
お
い
て
も
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
天
宝
十
二
載
三
月
条
・
六
月
条
の
記
事
を
間
違
い

な
い
と
す
る
場
合
も
、
果
た
し
て
そ
れ
が
何
時
の
時
点
、
つ
ま
り
日
本
を
含

む
外
国
使
節
の
到
着
・
拝
朝
・
帰
国
・
そ
の
他
、
何
れ
の
時
に
つ
い
て
係
け

(
鈎
)

ら
れ
て
い
る
か
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
例
え
ば
、
同
書
外
臣
部
・

朝
貢
四
・
開
元
二
十
二
年
条
に
、

四
月
、
船
中
新
羅
王
興
光
遣
其
大
臣
金
端
掲
丹
来
賀
正
。
先
時
輿
光
遺

其
姪
志
廉
謝
恩
、
献
小
馬
両
匹

・
狗
三
頭

・
金
五
百
両

・
銀
二
千
両
・

布
六
十
匹
・
牛
貰
二
十
両
・
人
参
二
百
斤
・

頭
髪

一
百
両
・
海
豹
皮
一

十
六
張
。
及
是
授
志
廉
鴻
腫
少
卿
員
外
置
。

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
金
端
掲
丹
の
入
朝
は
四
月
の
こ
と
と
み
な
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
書
外
臣
部
・

褒
異
三
・
開
元
二
十
二
年
条
に
は
、

正
月
壬
子
、
新
擢
王
興
光
大
臣
金
端
掲
丹
来
賀
正
。
帝
於
内
殿
宴
之
。

授
衛
尉
少
卿
員
外
、
賜
緋
欄
抱
平
浸
銀
帯
及
絹
六
十
匹
、
放
還
蕃
。

と
あ
る
。
但
し
、
こ
の
年
の
正
月
に
壬
子
は
な
く
、
四
月
で
は
二
十
日
に
あ

た
る
。
し
た
が
っ
て
干
支
ま
た
は
係
月
の
何
れ
か
に
誤
り
が
あ
る
と
み
ら
れ

る
。
こ
の
記
事
が
三
月
乙
西
条
の
前
に
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
干
支
の
誤
り

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
本
来
四
月
壬
子
と
あ
っ
た
も
の
を
、
誤
っ
て
正

(
羽
)

月
に
か
け
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
次
の
よ
う
な
例
も
あ

る
。
『
冊
府
元
亀
』
時
一
耳
外
臣
部
・
朝
貢
四
・
開
元
十
四
年
の
条
に
、

正
月
、
突
欧
遣
其
大
臣
臨
河
達
干
康
思
諒
来
朝
。

五
月
、
恥
中
突
厭
遣
其
大
臣
臨
河
達
干
康
思
諒
来
朝
。

と
、
正
月
と
五
月
に
同
文
の
記
事
が
あ
る
。
そ
し
て
同
書
時
一
諸
外
臣
部
・
褒

異
三
・
開
元
十
四
年
条
に
は
、
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(一一
一日

)

〔

千

〕

十
四
年
正
月
壬
午
。
突
販
遺
其
大
臣
臨
河
達
口
康
思
諒
来
朝
。
授
将
軍

放
還
蕃
。

と
み
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
朝
貢
項
の
五
月
の
記
事
は
、
正
を
五
と
間
違

え
た
同
事
重
出
、
正
月
来
朝
・
五
月
帰
国
、
等
々
色
々
な
推
測
が
可
能
で
あ

る
が
、
決
め
手
は
な
い
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
す
る
と
『
冊
府
元
亀
』
の
問
題

の
記
事
も
、
直
ち
に
天
宝
十
二
載
三
月
来
朝
、
と
し
て
よ
い
か
ど
う
か
検
討

の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
虚
構
説
の
論
拠
の
中
で
最
も
具
体
的
に
示
さ

れ
た
史
料
で
あ
る
『
冊
府
元
亀
』
の
遣
唐
使
入
朝
記
事
は
、
必
ず
し
も
絶
対

的
な
理
由
に
は
成
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。
翻
っ
て
思
う
に
、
こ
の
席
次
争

い
の
顛
末
を
語
る
大
作
古
麻
日
の
奏
言
の
中
で
、
最
も
重
要
な
論
点
は
何
で

あ
ろ
う
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
新
羅
使
と
の
席
次
争
い
、
特
に
日

本
使
が
新
羅
使
よ
り
も
上
位
に
置
か
れ
た
と
い
う
点
に
あ
り
、
決
し
て
正
月

朔
日
と
い
う
日
時
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
古
麻
呂

は
、
た
と
え
三
月
に
せ
よ
六
月
に
せ
よ
、
実
際
に
唐
に
渡
っ
た
時
の
話
と
し

て
語
っ
て
も
一
向
に
さ
し
っ
か
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。
一
体
、
古
麻
呂
の
虚

言
と
す
る
場
合
、
古
麻
呂
は
単
に
報
告
者
に
過
ぎ
ず
、
古
麻
日
に
よ
っ
て
虚

構
が
考
案
さ
れ
た
と
は
常
識
的
に
い
っ
て
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
時
の
遣
唐

使
|
少
な
く
と
も
要
職
者
ー
が
口
一
義
を
合
わ
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
と
う
て
い

成
立
し
得
な
い
し
、
ま
し
て
到
着
年
月
に
至
つ
て
は
使
節
全
員
が
知
っ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
含
め
て
考
え
る
と
、
『
冊
府
元
亀
』
の

記
事
を
、
日
本
使
到
着
を
示
す
絶
対
的
な
史
料
と
み
な
し
て
、
古
麻
呂
の
奏

言
を
虚
言
と
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
抱
か
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
『
続
日

本
紀
』
『
延
暦
僧
録
』
等
の
日
本
側
史
料
か
ら
『
冊
府
元
亀
』
そ
の
他
中
国

大
伴
古
麻
呂
奏
言
に

つ
い
て
(
石
井
)

側
史
料
の
誤
脱
を
考
え
も
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
「
『
冊
府

元
亀
』
の
記
録
は
貴
重
で
あ
る
が
、
不
備
を
想
定
で
き
な
い
ほ
ど
の
記
録
で

は
な
い
。
恥
中
『
冊
府
元
亀
』
の
記
載
の
在
り
方
は
、
直
ち
に
日
本
史
籍
の

ハ引己

記
録
を
排
除
す
る
ほ
ど
に
扱
か
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

『
冊
府
元
亀
』
時
百
帝
王
部
・
朝
会
一
・
天
宝
十
二
載
条
に
は
、

十
二
載
正
月
英
卯
朔
。
帝
御
含
元
殿
、
受
朝
賀
。

と
あ
り
、
天
宝
十
二
載
正
月
朔
日
の
朝
賀
式
典
は
、
古
麻
呂
の
奏
言
の
ご
と

(

ね

)

く
合
元
殿
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

む

ぴ

す

以
上
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
六
年
正
月
丙
寅
条
に
み
え
る
大
伴
古
麻

呂
奏
一
吉
を
疑
問
と
す
る
説
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
そ
れ
ら
虚
構
説
の
論
拠
は

多
岐
に
わ
た
る
が
、
結
局
通
説
と
虚
構
説
と
の
基
本
的
な
相
違
は
、
大
伴
古

麻
日
の
主
張
を
唐
が
認
め
た
か
否
か
の
問
題
に
帰
結
す
る
と
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
古
麻
巴
奏
言
の
内
容
は
次
の
四
点
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ハ円
玄
宗
が
含
元
殿
に
お
い
て
百
官
諸
蕃
の
朝
賀
を
受
け
た
こ
と
。

同
当
初
の
外
国
使
節
の
席
次
順
は
、
東
班
第
一
新
羅
・
第
二
大
食
、
西
班

第
一
吐
蕃
・
第
二
日
本
で
あ
っ
た
こ
と
。

日
開
古
麻
呂
が
新
羅
は
昔
か
ら
日
本
に
朝
貢
し
て
い
る
国
で
あ
る
の
に
、
上

位
に
あ
る
の
は
理
に
合
わ
な
い
、
と
主
張
し
た
こ
と
。

阿
唐
の
将
車
呉
懐
実
が
、
士
口
麻
呂
の
納
得
し
な
い
様
子
を
み
て
、
席
次

を
、
東
班
第
一
日
本
・
第
二
大
食
、
西
班
第
一
吐
蕃
・
第
二
新
羅
、
に

変
更
し
た
こ
と
。

等
で
あ
る
、
そ
し
て
記
事
の
全
て
を
認
め
た
上
、
岡
は
同
の
結
果
つ
ま
り

五
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「
唐
が
日
本
の
主
張
を
正
当
と
認
め
て
席
次
を
変
更
し
た
」
と
す
る
の
が
通

説
で
、
逆
に
「
唐
が
悼
の
よ
う
な
日
本
の
主
張
を
認
め
る
の
は
ず
は
な
い
か

ら
、
同
の
席
次
の
変
更
な
ど
あ
り
得
な
い
」
と
し
た
り
、
古
麻
呂
奏
言
の
全

体
を
疑
う
の
が
虚
構
説
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
筆
者
は
上
来
述
べ
て
き
た
と

こ
ろ
に
よ
っ
て
、
虚
構
説
に
従
う
こ
と
は
で
き
ず
、
付
。
を
始
め
、
悼
の
よ

う
に
古
麻
呂
が
主
張
し
た
こ
と
。
そ
し
て
岡
の
ご
と
く
席
次
が
変
更
さ
れ
た

こ
と
は
史
実
と
考
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
通
説
に
近
い
が
、
異
な
る
の
は
、

古
麻
呂
の
奏
言
の
内
容
か
ら
、
席
次
変
更
の
理
由
を
、
唐
が
日
本
の
主
張
を

認
め
た
結
果
、
と
解
釈
し
て
よ
い
か
疑
問
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つ
ま
り
木
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
羅
と
日
本
の
対
唐
関
係
に
つ

い
て
考
え
て
み
る
と
入
計
紀
を
対
象
と
し
た
場
合
、
新
羅
が
ほ
と
ん
ど
毎

年
、
年
に
よ
っ
て
は
数
回
も
遣
唐
使
を
派
遣
し
て
い
る
の
に
比
べ
、
日
本
は

今
回
の
使
節
を
含
め
て
、
わ
ず
か
に
四
回
し
か
派
遣
し
て
お
ら
ず
、
い
か
に

地
理
的
な
条
件
を
考
慮
し
て
も
、
そ
の
対
唐
緊
密
度
の
差
は
歴
然
と
し
て
い

る
。
こ
れ
を
敢
え
て
無
視
し
た
形
の
席
次
変
更
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

は
、
多
分
誰
し
も
が
不
審
を
抱
く
で
あ
ろ
う
。
八
時
-
一
将
軍
呉
懐
実
、
古
麻

呂
ガ
肯
ハ
ザ
ル
色
ヲ
見
知
シ
テ

V
一
五
々
と
あ
る
の
は
、
唐
側
が
容
易
に
は
変

更
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
、
或
は
事
を
荒
立
な
い
た
め
の
そ
の
場
し
の
ぎ
の

処
置
に
過
ぎ
な
か
っ
た
様
子
を
、
は
か
ら
ず
も
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
せ
ず
、
唐
が
日
本
の
主
張
l
日
本

は
新
羅
の
宗
主
国
で
あ
る
と
い
う
ー
を
認
め
て
席
次
を
変
更
し
た
、
と
即
断

し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
挺
問
説
が
で
て
く
る
余
地
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

〈

お

)

い
か
。
山
尾
氏
が
前
掲
の
よ
う
な
疑
問
点
を
あ
げ
ら
れ
た
後
、
「
こ
の
よ
う

に
見
て
く
る
と
古
麻
日
の
奏
上
に
つ
い
て
は
か
な
り
疑
問
が
あ
る
の
で
あ
っ

ニハ

て
、
新
羅
藩
扉
国
視
が
唐
に
も
通
用
す
る
客
観
的
実
体
が
あ
っ
た
と
す
る
重

大
な
論
説
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
恨
拠
が
こ
の
記
事
な
の
で
あ
る
か
ら
、
最
小

限
度
上
文
に
示
し
た
よ
う
な
疑
問
に
つ
い
て
は
事
実
の
裏
付
け
を
取
る
配
慮

(
M
A
)
 

が
必
要
だ
と
思
う
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
古
麻
呂
奏
言

の
存
在
を
疑
う
氏
説
に
は
従
え
な
い
が
、
こ
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
市
川
が
席
次
を
変
史
し
た
理
山
に
つ
い
て
は
、
古
麻
日
奏
言
と
は
別
に

検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
に
は
、
古
麻
呂
奏
言
を
論
拠
と
し

た
り
、
日
本
の
認
識
・
論
理
を
追
求
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
唐
は
外
国
(
使

節
)
の
作
刈
を
何
に
某
づ
い
て
決
め
た
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
明
ら

か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後
こ
の
よ
う
な
外
交
儀
礼
に
つ
い
て
、
『
大

府
間
元
礼
』
な
ど
を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

1 ?1 

「
新
訂
増
補
国
史
大
系
」
所
収
本
に
よ
る
。
但
し
、
岡
本
が
、
「
新

羅
之
朝
貢
↑丸
一
日
本
国
久
失
」
と
、
『
日
本
紀
略
』
か
ら
「
大
」
字

を
補
な
っ
て
い
る
の
は
疑
問
が
あ
り
、
後
人
の
補
入
と
み
て
削
除

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
鈴
木
靖
民
氏
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
対
外
意

識
」
(
『
日
本
史
籍
論
集
』
上
巻
・
一
九
六
九
年
〉
二
ハ
六
頁
、
参

照。但
し
、
『
善
隣
国
宝
記
』
の
著
者
瑞
渓
周
鳳
は
、
こ
の
記
事
を
直
接

『
続
日
本
紀
』
か
ら
引
用
し
た
の
で
は
な
く
、
元
永
元
年
(
一
一

一
八
)
に
外
交
上
の
先
例
を
調
べ
た
明
法
博
士
ら
の
勘
例
に
引
か

れ
た
も
の
を
、
さ
ら
に
引
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
拙
稿
「
唐
の

『
将
軍
呉
懐
実
』
に
つ
い
て
」
(
『
日
本
歴
史
』
四

O
二
号
・
一
九

八
一
年
)
参
照
。

も
っ
と
も
本
民
立
長
は
「
た
と
ひ
一
の
位
に
ま
れ
、
新
羅
の
使
な

(

2

J

 

ハ
3
)
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(
4〉

ど
L

ひ
と
し
な
み
に
あ
へ
し
ら
へ
し
は
、
皇
制
の
大
御
使
に
は
、

猶
い
と
あ
か
ぬ
わ
ざ
な
り
か
し
」
(
『
駅
戎
概
言
』

U
1
3

と
い
か
に

も
宣
長
ら
し
い
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
地
村
宏
氏
「
唐
の

玄
宗
の
詩
『
送
日
本
使
』
に
つ
い
て
|
関
係
文
献
と
そ
の
理
解

i

(
完
結
〉
」
(
『
鹿
児
島
経
大
論
集
』
二
二
巻
一
号
・
一
九
八
一
年
、

以
下
増
村
氏

A
論
文
と
す
る
)
に
、
古
麻
目
奏
言
に
つ
い
て
の
主

要
な
意
見
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
ハ
八
五

t
八
八
頁
)
。

坂
元
義
種
氏
「
古
代
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
|
和
親
・
封
冊
・
使

節
よ
り
み
た
る
|
(
下
)
」
(
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
五

0
・
一
九
六
八

年
、
の
ち
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
日
本
と
朝
鮮
』
〔
一
九
七
八
年
〕
に

収
む
)
四
七
頁
、
鈴
木
靖
民
氏
前
掲
論
文
・
二
ハ
五

t
九
頁
、
等

参
照
。

付

吋
旧
唐
書
』

出
L
M
九
突
膜
下
・
蘇
禄
条

(
開
苅
)

十
八
年
蘇
禄
使
至
京
師
。
玄
宗
御
丹
鳳
楼
設
宴
。
突
阪
先
遣
使

入
朝
、
是
日
亦
来
預
宴
、

与
蘇
ほ
使
争
長
。
突
阪
使
日
突
騎
施

同
小
、
本
是
突
販
之
臣
、
不
宜
居
上
。
蘇
禄
使
目
、
今
日
此
宴

乃
為
我
設
、
不
合
居
下
。
於
是
、
中
書
門
下
及
寮
議
、
遂
於
東

阿
幕
下
両
処
分
坐
、
突
販
使
在
東
、
突
騎
使
在
西
。
宴
詑
、
厚

貨
而
遺
之
。

O
こ
の
他
、
『
新
唐
書
』
時
一
L
H
突
駅
伝
・
『
資
治
通
鑑
』
時
一
一
一
百

開
元
十
八
年
条
、
等
に
も
み
え
る
。

け
吋
旧
唐
書
』
持
↑
H
担
乾
伝

乾
元
元
年
五
月
壬
申
朔
、
迦
乾
使
多
亥
阿
波
八
十
人
・
黒
衣
大

※
 

食
酋
長
閣
之
等
六
人
並
朝
見
。
至
閤
門
争
長
。
通
事
舎
人
乃
分

為
左
右
、
従
東
西
門
並
入
。

O
こ
の
他
、
『
旧
唐
書
』
地
街
宗
本
紀
・
『
新
唐
書
』
博
仁
団
間

関
伝
、
『
間
府
元
亀
』
時
一
弓
外
臣
部
・
朝
貢
四
、
等
に
も
み

え
る
。
な
お
、
※
印
以
下
の
箇
所
は
『
旧
唐
書
』
本
紀
に
は

「
詞
其
使
合
従
左
右
門
入
。
」
と
あ
る
。
増
村
氏

A
論
文
・

九
九
頁
、
参
照
。

川
吋
新
唐
書
』
博
仁
山
一
回
鴨
伝

永
泰
初
、
懐
恩
反
。
誘
回
鵠
・
吐
蕃
入
冠
。
俄
而
懐
思
死
。

(
凶
鵠
・
吐
蕃
)

二
虜
争
長
。
配
下

O
但
し
、
こ
の
例
は
、
他
の
例
と
は
若
干
異
な
り
、
僕
固
懐

思
死
後
の
「
指
導
権
を
争
っ
た
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う

(
佐
口
透
氏
他
『
騎
馬
民
族
史
』

2

〔
一
九
七
二
年
〕
・
三
八

九

t
三
九
一
頁
、
参
照
〉
。

側
近
文
選
』
咋
一
一
一
表
撞

謝
不
許
北
国
居
上
表

(
5〉

増
村
氏
前
掲

A
論
文
、
及
び
「
旧
新
両
唐
書
日
本
伝
の
検
討
」

(
『
内
田
吟
風
博
士
頒
寿
記
念
東
洋
史
論
集
』
・
一
九
七
八
年
、
以

下

B
論
文
と
す
る
〉
四
九

O
t
二
頁
。
特
に

A
論
文
で
は
、
後
述

す
る
『
東
大
寺
要
録
』
所
引
『
延
暦
僧
録
』
に
つ
い
て
、
諸
写
本

の
調
査
を
は
じ
め
、
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
稿
で

問
題
と
す
る
古
麻
目
奏
言
の
虚
構
説
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合

で
省
か
れ
、
一
部
言
及
さ
れ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
残
念
で

あ
る
。

前
注
(

2

)

所
掲
拙
稿
。

下
麟
錫
氏
「
中
国
唐
代
与
新
羅
的
関
係
|
兼
論
続
日
本
紀
所
載
的

『
古
麻
目
抗
議
』
」
(
『
大
陸
雑
誌
』
三
二
巻
九
期
・
一
九
六
六
年
)

に
お
い
て
簡
単
に
触
れ
ら
れ
、
つ
い
で
「
唐
代
外
国
使
争
長
崎
研

究

i
「
続
日
本
紀
」
所
載
判
所
謂
古
麻
目
抗
議
叫
対
許
吋
」
(
『
亜

細
亜
研
究
』
一

O
巻
四
号
・
一
九
六
七
年
)
で
詳
論
を
展
開
さ
れ

た
。
こ
こ
で
は
主
に
後
者
の
論
文
に
よ
っ
て
み
て
い
く
。

下
氏
が
挙
げ
ら
れ
た
四
例
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

(
6〉
(
7〉

(
8
〉大

伴
古
麻
目
奏
言
に
つ
い
て
(
石
井
〉

七
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(
9〉

臣
某
言
、
臣
得
当
蕃
宿
衛
院
状
報
、
去
乾
寧
四
年
七
月
内
、
尚

海
賀
正
王
子
大
封
育
進
状
、
請
許
溺
海
居
新
羅
之
上
。
伏
奉
勅

旨
、
国
名
先
後
、
比
不
因
強
弱
而
称
、
朝
制
等
威
、

今
量
以
盛

衰
而
改
。
宜
的
旧
貫
、
准
此
宣
示
者
。
配
下

O
下
氏
は
『
増
補
文
献
備
考
』
を
参
照
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
そ
の
典
拠
と
な
る
史
料
を
示
し
て
お
く
。
な
お
、
こ

の
新
羅
・
溺
海
の
争
長
事
件
に
つ
い
て
は
、
浜
田
耕
策
氏

「
唐
朝
に
お
け
る
南
海
と
新
羅
の
争
長
事
件
」
(
『
古
代
東
ア

ジ
ア
論
集
L

で
下
巻
・
一
九
七
八
年
)
参
照
。

鈴
木
俊
氏
「
八
世
紀
の
ア
ジ
ア
」
(
『
八
世
紀

史
五
』
・

一
九
七

O
年
〉
二
四
五
頁
。

日
本
と
世
界
の
歴

(
叩

)

山
尾
孝
久
氏
「
百
済
三
書
と
日
本
書
紀
」
(
『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文

集
』
一
五
集
・
一
九
七
八
年
〉
三
二

i
三
頁
。

以
下
、
本
稿
で
引
用
す
る
『
冊
府
元
亀
』
は
、
外
臣
部
に
つ
い
て

は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
宋
刊
本
(
東
京
大
学
東
洋
史
研
究
室
架
蔵
焼
付

写
真
に
よ
る
〉
に
よ
り
、
そ
の
他
は
流
布
本
(
明
崇
禎
刊
本
)
に

よ
っ
た
。

(
日
〉

(
ロ
)

こ
の
他
、
「
此
事
に
つ
い
て
は
或
は
古
麻
目
が
功
を
己
れ

一
人
に

帰
し
て
奏
言
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
ふ
疑
を
挟
ま
れ
ぬ
で

も
な
い
。
清
河
も
同
じ
く
に
其
場
に
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
争
う

た
と
す
れ
ば
、
共
に
之
を
論
じ
た
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
、

古
麻
目
一
人
に
こ
の
功
を
独
占
せ
し
む
る
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
」

と
い
う
意
見
も
あ
る
(
辻
善
之
助
氏
「
遣
唐
使
と
同
民
元
気
の
萎

縮
」
〔
『
海
外
交
通
史
話
』
一
九
一
七
年
、
増
訂
版
一
九
三

O
年〕

八
五
頁
)

(
日
)

(

M

)

 

増
村
氏

B
論
文
・
四
九
一
頁
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
注
意
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
森
克

己
氏
は
、
古
麻
目
奏
言
を
紹
介
し
た
後
、
(
続
紀
・
東
大
寺
要
録

j¥ 

(

日

)

一
所
引

「
延
暦
僧
録
」
)
と
出
典
を
併
記
さ
れ
て
い
る
(
『
遣
唐

使
』
一
九
五
五
年
・
八

O
頁〉。

『
東
大
寺
要
録
』
の
刊
本
に
は
、
筒
井
英
俊
氏
校
訂
本
ハ
一
九
四
四

年
)
が
あ
る
が
、
引
用
本
文
に
つ
い
て
は
、
増
村
氏
の
校
訂
文
に

よ
り
、
適
宜
醍
醐
寺
本
(
焼
付
写
真
に
よ
る
)
を
参
照
し
た
。
な

お
前
掲
拙
稿
で
は
、
「
復
元
日
拝
朝
賀
正
」
と
引
い
た
が
、
醍
醐

。

寺
本
を
再
検
討
し
た
結
果
、
増
村
氏
説
に
し
た
が
い
「
後
元
日
拝

朝
賀
正
」
と
訂
正
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
「
可
於
新
羅
使
之
上
」

の
箇
所
を
、
本
文
所
引
記
事
を
含
む
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
の

増
村
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
水
戸
藩
書
写
系
統
本
」
で
は
「
可
居
於
新

使
之
上
」
に
作
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
増
村
氏
は
、
「
解

釈
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
考
察
に
相
違
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。

『
可
』
は
許
可
の
意
味
で
あ
り
、
こ
の
文
字
を
『
居
』
字
の
誤
り

と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
『
広

韻
』
に
「
於
、
居
也
」
と
あ
り
、
「
可
於
新
羅
使
之
上
」
と
は
「
可

居
新
羅
使
之
上
」
と
同
義
と
解
釈
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

鈴
木
治
氏
『
白
村
江
l
敗
戦
始
末
記
と
薬
師
寺
の
謎
』
(
一
九
七

二
年
)
一
七
二
頁
、
参
照
。

『
延
暦
僧
録
』
及
び
思
託
に
つ
い
て
は
、
蔵
中
進
氏
『
唐
大
和
上

東
征
伝
の
研
究
』
(
一
九
七
六
年
)
第
四
章
第
五
節
、
飯
田
瑞
穂

氏
「
『
上
宮
皇
太
子
菩
薩
伝
』
に
つ
い
て
」
(
『
〈
中
央
大
学
文
学

部
〉
紀
要
』
史
学
第
二
七
号
・
一
九
八
二
年
)
等
参
照
。

鑑
真
の
渡
日
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
安
藤
更
生
氏
『
鑑
真
大
和
上

伝
の
研
究
』
(
一
九
六

O
年
〉
、
同
『
鑑
真
』
(
人
物
叢
書
・
一
九

六
七
年
)
等
、
参
照
。

増
村
氏
も
、
『
延
暦
僧
録
』
の
遣
唐
使
「
『
関
係
記
事
』
は
遣
唐
使

人
か
ら
の
伝
聞
、
ま
た
は
関
係
資
料
の
採
録
で
あ
る
」
と
述
べ
て

お
ら
れ
る

(
A
論
文
・
八
二
頁
)
。

ハ
凶
)

(
口
)

(

凶

)

(

問

)
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(
別
〉

増
村
氏
「
唐
の
玄
宗
の
詩
『
送
日
本
使
』
に
つ
い
て
|
関
係
文
献

と
そ
の
理
解
l
付
」
(
『
鹿
児
島
経
大
論
集
』
二

O
巻
四
号
・
一
九

八

O
年
)
九
六
頁
。
ま
た
鈴
木
治
氏
も
同
趣
旨
の
意
見
を
述
べ
て

お
ら
れ
る
〈
前
掲
書
・
一
七
二
頁
〉
。

な
お
、
注
(
7
)
に
記
し
た
下
氏
の
あ
げ
ら
れ
た
唐
代
争
長
事
例
の

第
二
例
に
は
、
『
旧
唐
書
』
に
「
通
事
舎
人
乃
分
為
左
右
、
従
東

西
門
並
入
」
と
あ
り
、
通
事
舎
人
が
独
断
で
処
理
し
た
よ
う
に
み

え
る
が
、
『
旧
唐
書
』
粛
宗
本
紀
に
は
「
詔
其
使
合
従
左
右
門
入
」

と
な
っ
て
い
て
、
最
終
的
に
は
皇
帝
の
勅
裁
に
よ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
呉
懐
実
の
場
合
も
同
様
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
旧
麿
書
』
時
一
川
九
大
食
伝
に
、
「
自
阿
蒲
羅
抜
後
、
改
為
黒
衣
大
食
」

と
み
え
、
ウ
マ
イ
ヤ
朝
の
「
白
衣
大
食
」
に
対
し
て
、
新
興
の
ア

ッ
パ

ー
ス
朝
を
「
黒
衣
大
食
」
と
呼
ん
だ
。

『
万
葉
集
』
鳩
十
に
関
連
す
る
史
料
が
あ
る
。
山
崎
馨
氏
「
四

つ
の

船
|
占
代
外
交
裏
面
史
の
哀
歓
|
」
(
『
万
葉
集
研
究
』
九
集
・
一

九
八

O
年
)
参
照
。

杉
本
直
治
郎
氏
『
阿
倍
仲
麻
呂
伝
研
究
』
(
一
九
四

O
年
)
一
二
四

九
頁
。

杉
本
直
治
郎
氏
前
掲
書
・
四
三
七
頁
以
下
参
照
。

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
九
年
十
一
月
乙
卯
条
、
参
照
。

『
類
緊
国
史
』
博
一
四
四
撰
書
・
延
暦
二
十
二
年
三
月
己
未
条
に
、

「
大
僧
都
伝
灯
大
法
師
位
行
賀
卒
。
春
秋
七
十
有
五
也
。
恥
中
生
年

十
五
出
家
也
。
廿
受
具
足
戒
、
廿
五
被
宛
入
唐
留
学
。
」
と
み
え
、

享
年
七
十
五
才
か
ら
換
算
す
る
と
、
入
唐
は
天
平
勝
宝
五
年
と
な

る
。
『
本
朝
高
僧
伝
』
は
「
天
平
勝
宝
五
年
、
承
勅
入
唐
。
」

と
し

て
い
る
。
な
お
松
本
文
三
郎
氏
は
、
文
中
の
「
廿
五
」
を
法
臓
と

解
し
、
宝
亀
四
年
入
唐
説
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
(
「
霊
仙
入
唐
年

代
考
」
〔
『
仏
教
芸
術
と
そ
の
人
物
』
・
一
九
二
二
年
〕
、
従
い
難
い
。

(

幻

)

(
幻
)

(
幻
)

(
M
)
 

(

お

)

(

M

m

)

 

(
幻
)大

伴
古
麻
呂
奏
言
に
つ
い
て
(
石
井
)

(
お
)

例
え
ば
、
封
冊
二

・
開
元
二
十
年
条
に

是
年
、
融
海
桂
婁
郡
王
大
武
芸
病
死
、
其
子
大
欽
茂
嗣
立
。
帝

降
書
冊
且
弔
之
目
。
配
下

と
あ
る
が
、
武
芸
が
死
に
、
欽
茂
が
嗣
立
し
た
の
は
、
『
旧
唐
書
』

な
ど
諸
書
に
よ
っ
て
開
元
二
十
五
年
も
し
く
は
二
十
六
年
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
褒
異
三

・
天
宝
二
年
条
に
、

十
二
月
乙
己
、
新
羅
王
遣
弟
来
賀
正
。
授
左
清
道
率
府
員
外
長

史
、
賜
緑
抱
銀
帯
、
放
還
辞
。

と
あ
る
。
し
か
し
同
年
十
二
月
は
突
未
朔
で
、
同
月
内
に
乙
己
は

な
い
。
一
方
、
朝
貢
四
・
天
宝
三
年
条
に
、

十
二
月
、
新
羅
王
遣
弟
来
賀
正
。

と
み
え
る
。
本
年
十
二
月
は
甲
申
朔
で
、
十
六
日
が
乙
己
に
あ
た

る
。
そ
し
て
『
唐
会
要
』
時
日
新
羅
伝
に

、

天
宝
三
載
、
配
中
是
載
、
配
中

-
f
l
遣
使
来
賀
正
。
授
左
清
道
率

府
員
外
長
史
、
賜
緑
抱
銀
帯
、
放
還
蕃
。

と
あ
る
の
を
参
照
す
る
と
、
褒
異
三
の
記
事
は
、
干
支
に
誤
り
が

あ
る
の
で
は
な
く
、
朝
貢
四
の
記
事
に
対
応
し
、
正
し
く
は
天
宝

三
年
に
か
か
る
記
事
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
朝
鮮
史
編
修

会
編
『
朝
鮮
史
』
第
二
編
(
一
九
三
二
年
)
で
は
、
新
羅
景
徳

玉
三
年
(
天
宝
ゴ
一
載
)
十
二
月
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
(
一
五
八

頁
)
。

(

却

)

杉
本
直
治
郎
氏
は
六
月
条
を
、
「
清
河
等
が
長
安
を
辞
し
て
帰
途

に
着
く
時
、
恐
ら
く
暇
乞
の
た
め
参
朝
し
た
こ
と
」
と
さ
れ
て
い

る
(
前
掲
書

・
四
五
七
頁
)
。

な
お
、
金
端
喝
丹
に
つ
い
て
は
、
『
文
苑
英
華
』
措
一
一
寸
蕃
書
悶
・

新
羅
書
「
勅
新
羅
玉
金
興
光
書
」
第
一
首
(
『
曲
江
集
』
に
も
収

め
る
)
に
み
え
る
。
末
松
保
和
民
「
新
羅
の
郡
県
制
、
特
に
そ
の

完
成
期
の
二
三
の
問
題
」
(
『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
二

(
別
〉

九
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法
政
史
学

第
三
十
五
号

(
出
〉

(
幻
)

一
輯
・
一
九
七
五
年
〉
参
照
。

増
村
氏

A
論
文
・
一

O
五
頁
。

含
元
殿
は
大
明
宮
の
正
殿
で
あ
る
。
大
明
宮
は
初
め
永
安
宮
と
い

い
、
そ
の
後
次
の
よ
う
に
名
称
が
変
遷
し
て
い
る
。
貞
観
八
年
・

永
安
宮
↓
貞
観
九
年
・
大
明
宮
↓
竜
朔
二
年
・
蓬
莱
宮
↓
威
す了一
五

年
・
合
元
宮
↓
神
竜
元
年
以
降
・
大
明
官
。
し
た
が
っ
て
天
宝
十

二
載
当
時
は
大
明
宮
含
元
肢
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
古
麻
日

奏
言
に
は
「
蓬
莱
宮
含
元
慰
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
頃
の
日
本

で
は
蓬
莱
宮
が
通
称
と
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
小
野

勝
年
氏
「
長
安
の
大
明
宮
」
(
『
仏
教
芸
術
』
五
一
号
・
一
九
六
三

年
)
・
佐
藤
武
敏
氏
『
長
安
』
(
一
九
七
一
年
〉
等
、
参
照
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
す
で
に
鈴
木
靖
民
氏
が
、

「
こ
れ
は
人
口
に

瞬
失
し
て
い
る
事
件
で
あ
る
が
、
古
麻
自
の
論
じ
た
、
新
羅
が
日

本
に
朝
貢
す
る
こ
と
の
久
し
い
国
で
あ
る

と
い
う
点
の
当
否
に
つ

い
て
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
」
と
し
て
、
十
U

麻
呂
の
主
張
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、

「
少
な
く
と
も
現
象
面
よ
り
す
れ
ば
、
大
伴
+
日
麻
円
の
強
弁
し
た

日
羅
の
関
係
は
、
あ
な
が
ち
不
条
理
と
し

て
庶
朝
で
は

排
除
で
き

な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
(
前
掲

論
文
・
二
ハ
五

t
一
六
九
頁
〉
。
氏
の
論
証
方
法
を
さ
ら
に
敷
え

ん
し
て
、
唐
側
の
論
理
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

山
尾
氏
前
掲
論
文
・
三
三
頁
。

(
ね
〉

(

M

M

)

 

四
0 

ム
補
陀
〉
こ
の
筒
所
を
国
史
大
系
本
は
「
時
遇
土
人
、
及
合
船
被
害
」
と

す
る
が
、
引
用
文
の
よ
う
に
改
め
る
べ
き
こ
と
、
増
村
氏
「
遣
唐

大
使
藤
原
清
河
の
抑
留
」
(
『
鹿
大
史
学
』
二
八
号
・
一
九
八

O
年
〉

五
六
一
貝
、
参
照
。

ハ什
記
)
本
文
で
山
尾
氏
説
に
論
及
し
た
が
、
同
氏
は
近
刊
の
『
忠
心
灯

一
川
日
本
古
代
史
講
座

6
』
(
一
九
八
二
年
)
所
収
「
遣
唐
使
」

に
お
い
て
、
自
説
を
補
強
し
て
再
論
さ
れ
て
い
る
の
で
、
是
非
参

照
さ
れ
た
い
。
筆
者
が
同
書
を
入
手
し
た
時
は
、
す
で
に
本
稿
が

印
刷
に
付
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
こ
に
付
記
す
る
に
止
め
ざ
る
を

得
な
い
。
山
尾
氏
並
に
読
者
の
御
海
容
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
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